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播磨国総社  一ツ山大祭・三ツ山大祭保存会



射
楯
大
神
、
兵
主
大
神
が
、
日
本
全
国
の
神
々
を
三
つ
の
山
に
お

迎
え
し
、
も
て
な
さ
れ
る
二
十
年
に
一
度
の
祭
礼
〝
三
ツ
山
大
祭
〞。

一
四
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
播
磨
国
総
社
射
楯
兵
主
神
社
に
連
綿

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
祭
り
は
、
最
近
で
は
、
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
か
ら
一
週
間
に
わ
た
り
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
準
備
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の

方
々
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
た
結
果
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る

六
十
五
万
人
が
訪
れ
、
姫
路
の
街
に
大
き
な
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。私

も
、
中
の
日
大
祭
と
神
幸
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。
神
門
前
に
天
高

く
そ
び
え
立
つ
二
色
山
、
五
色
山
、
小
袖
山
の
圧
倒
的
な
存
在
感
や
、

地
元
高
校
生
な
ど
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
お
菊
井
戸
」
や
「
中
国
大

返
し
」
な
ど
の
見
事
な
造
り
物
、
ご
家
族
や
お
友
達
と
交
わ
す
見
物
客

の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
大
変
印
象
深
か
っ
た
だ
け
に
、
五
年
が
経
っ
た

今
も
私
の
記
憶
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
兵
庫
県
政
一
五
〇
周
年
、
兵
庫
の
新
た
な
飛
躍
の
と
き
。
時

三
ツ
山
大
祭
と
保
存
会
に
期
待
を
寄
せ
て 

井
戸　

敏
三
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代
が
成
長
か
ら
成
熟
へ
と
移
る
な
か
、
県
民
だ
れ
も
が
夢
や
希
望
を

も
っ
て
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
新
時
代
の
兵
庫
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
主
役
と
な
る
の
は
、
ふ
る
さ
と

兵
庫
を
愛
す
る
県
民
一
人
ひ
と
り
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に

愛
着
や
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
将
来
を
考
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
取
り
組
む
活
動
も
生
ま
れ
る
の
で
す
。

と
り
わ
け
、
そ
の
鍵
と
な
る
の
は
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
。
三
ツ

山
大
祭
の
よ
う
な
歴
史
的
祭
礼
や
伝
統
文
化
に
触
れ
る
体
験
は
、
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
情
操
を
育
み
、
ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
地
域
の
な
か
で
元
気

に
遊
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
や
行
事
で
の
体
験
を
通
し
て
、
思
い
出

い
っ
ぱ
い
の
ふ
る
さ
と
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
県
で
は
、
伝
統
文
化
の
継
承
・
発
展
、
文
化
資
源
の
活
用
等
の

支
援
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
、〝
三
ツ
山
大
祭
〞
と
六
十
年
に
一
度
の
〝
一
ツ
山

大
祭
〞
を
あ
わ
せ
て
、
国
の
重
要
無
形
民
族
文
化
財
指
定
を
め
ざ
し
、

平
成
二
十
七
年
、「
播
磨
国
総
社 

一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
保
存
会
」

が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

保
存
会
で
は
、
祭
礼
に
つ
い
て
の
見
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の

保
存
と
継
承
、
時
代
に
あ
っ
た
祭
礼
の
あ
る
べ
き
姿
の
検
討
の
た
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
修
会
、
造
り
物
学
習
会
、
会
報
誌
の
発
行
な
ど
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
文
化
を
守
り
、
育
む
皆
様
の
活
動
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

射
楯
兵
主
神
社
、
一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
保
存
会
の
皆
様
、
両

大
祭
を
よ
り
よ
い
形
で
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

祭
り
を
経
験
し
た
子
が
親
と
な
り
、
次
の
祭
り
を
そ
の
子
ど
も
と
楽
し

む
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
末
永
く
両
大
祭
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

関
係
の
皆
様
の
ご
健
勝
で
の
ご
活
躍
と
、
次
回
、
二
〇
三
三
年
の
三

ツ
山
大
祭
、
二
〇
四
七
年
の
一
ツ
山
大
祭
に
向
け
て
、
皆
様
の
活
動
の

輪
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【
み
み
づ
く
第
一
二
〇
号
（
播
磨
国
総
社　

社
報
「
み
み
づ
く
」
に
寄
せ
て
）

平
成
三
十
年
十
月
一
日
発
行
よ
り
転
載
】

兵庫県知事　井戸敏三氏
兵庫県たつの市新宮生まれ
東京大学法学部卒業
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「
播
磨
国
総
社
丁
卯
大
祭
礼
図
」
に
見
る

 

明
治
十
八
年
の
一
ツ
山
大
祭

播
磨
学
研
究
所
副
所
長　

小
栗
栖　

健　

治

は
じ
め
に

播
磨
国
総
社
に
は
一
ツ
山
大
祭
と
三
ツ
山
大
祭
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
ツ
山
大
祭
に
は
大
き
な
「
山
」
を
一
つ
、三
ツ
山
大
祭
に
は
大
き
な
「
山
」

を
三
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
神
門
の
前
に
築
か
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
直
近
に
行
わ
れ

た
一
ツ
山
大
祭
は
昭
和
六
十
一
年
、
三
ツ
山
大
祭
は
平
成
二
十
五
年
の
こ
と

で
し
た
。
現
在
、
一
ツ
山
大
祭
は
六
十
年
に
一
度
、
三
ツ
山
大
祭
は
二
十
年

に
一
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
一
ツ
山
大
祭
は
「
丁
卯
大
祭
礼
」、
三
ツ
山
大
祭
は
「
臨
時

大
祭
礼
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
以
降
に
行
わ
れ
た
一
ツ
山
大

祭
は
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）、
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
の
七
回
で
す
。
一

ツ
山
大
祭
は
三
ツ
山
大
祭
の
周
期
の
三
倍
に
な
り
ま
す
の
で
、
三
ツ
山
大
祭

に
比
し
て
資
料
は
概
し
て
少
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
と
り
わ
け
、
一

ツ
山
大
祭
を
描
い
た
絵
画
資
料
は
少
な
く
、
三
ツ
山
大
祭
と
の
相
違
点
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

近
年
、
明
治
十
八
年
の
一
ツ
山
大
祭
の
様
子
を
描
い
た
一
枚
の
刷
り
物
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
刷
り
物
に
は
「
射
楯
兵
主
神
社
縁
起
」
と
記
さ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
便
宜
的
に
「
播
磨
国
総
社
丁
卯

大
祭
礼
図
」（
以
下
、
祭
礼
図
）
を
資
料
名
と
し
ま
し
た
。
こ
の
祭
礼
図
は
、

私
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一　

明
治
十
八
年
の
「
播
磨
国
総
社
丁
卯
大
祭
礼
図
」

佐
良
和
村
（
姫
路
市
飾
東
町
）
の
小
林
彌
之
助
と
い
う
人
が
、
明
治
十
八

年
の
一
ツ
山
大
祭
を
見
聞
し
た
覚
書
（
播
磨
国
総
社
文
書
）
を
残
し
て
い
ま

す
。
二
十
三
か
所
に
造
り
物
が
飾
ら
れ
、「
惣
社
ニ
テ
ハ
一
ツ
ノ
大
山
ヲ
築

キ
、
能
舞
台
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
家
々
が
飾
る
提
灯
な
ど
で
夜
も

白
昼
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
、
興
行
物
は
多
く
芝
居
は
大
入
り
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
、
賑
わ
い
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
記
録
か
ら
は
、

一
ツ
山
が
ど
の
よ
う
な
「
山
」
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
神
事
の
具
体
的
な
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、「
播
磨
国
総
社
丁
卯
大
祭
礼
図
」
で
す
。

祭
礼
図
の
寸
法
は
、
タ
テ
三
十
七･

三
㎝
、
ヨ
コ
五
十
一･

一
㎝
。
木
版
多

色
刷
り
、
洋
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
図
は
【
資
料
１
】
の
と
お
り
で

す
。
こ
の
祭
礼
図
は
巻
物
を
開
い
た
様
子
で
仕
立
て
ら
れ
、
画
面
の
構
成
は

右
か
ら
射
楯
兵
主
神
社
略
縁
起
、
境
内
と
祭
礼
の
様
子
、
刊
記
に
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
祭
礼
図
は
、
姫
路
綿
町
の
高
橋
孝
蔵
を
編
輯
人
、
五
軒
邸
の
黒
田
千

頴
を
出
版
人
と
し
て
明
治
十
八
年
四
月
八
日
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
売
捌
人

は
光
源
寺
前
の
竹
中
義
正
と
東
二
階
町
の
岸
本
専
吉
、
頒
価
は
一
枚
二
銭
五

厘
で
し
た
。
明
治
十
八
年
の
一
ツ
山
大
祭
は
、
三
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
日

に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
祭
礼
図
は
大
祭
終
了
後
に
印
刷
頒
布

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
祭
礼
図
に
描
か
れ
た
内
容
は
、
そ
れ
だ
け
に

信
憑
性
が
高
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二　

射
楯
兵
主
神
社
縁
起
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①
千
頴

　

 

か
み
ま
つ
る　

国
の
民
草　

さ
か
ゆ
ら
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
山
ま
つ
の　

い
ろ
を
た
め
し
に

②
ハ
ク
ロ
城
（
白
鷺
城
）　

③
本
社　

④
ソ
ウ
社
（
総
社
）　

⑤
影
向
松　

⑥
社
ム
所
（
社
務
所
）　

⑦
神
明
社

⑧
ヒ
ル
コ
社
（
蛭
子
社
）　

⑨
オ
タ
ビ
所
（
御
旅
所
）

⑩
能
ブ
タ
イ
（
能
舞
台
）　

⑪
招
魂
社　

⑫
陸
軍
カ
イ
コ
ウ
社
（
偕
行
社
）

⑬
圓
嶺
写
（
印
）　

⑭
射
楯
兵
主
神
社
之
印

※
参
考

① 
千
頴
（
黒
田
千
頴
）
は
明
治
期
の
播
磨
を
代
表
す
る
歌
人
で
、
多
く
の
門

弟
を
擁
し
た
。

⑫
偕
行
社　

陸
軍
の
施
設
。

⑬
圓
嶺
（
岩
本
圓
嶺
）
は
明
治
期
に
京
都
で
活
躍
し
た
円
山
派
の
画
家
。

【資料１】播磨国総社丁卯大祭礼図　明治１８年（１８８５）

【資料２】播磨国総社丁卯大祭礼図の場面説明

⑫

②

⑨

⑪

⑩

⑦ ③ ④

⑤
⑥

⑬

⑧

① ⑭
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執
り
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
十
八
年
の
一
ツ
山
大
祭
は
六
月
で
は
な
く

三
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、
先
例
で
あ
る
丁
卯
の
日
と
な
る
六
月
十
一
日
よ
り

六
十
一
周
年
を
強
く
意
識
し
た
開
催
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

⑵
祭
祀
と
祈
願

元
禄
十
四
年
の
一
ツ
山
大
祭
の
記
録
（
播
磨
国
総
社
架
蔵
「
辛
巳
丁
卯
祭

執
行
ニ
付
城
主
へ
届
出
ノ
古
文
書
」。
以
下
、
元
禄
十
四
年
は
こ
の
資
料
に

拠
る
）
に
は
、
天
下
泰
平
・
国
家
安
全
を
目
的
に
播
磨
国
の
守
護
が
主
催
す

る
祭
礼
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
縁
起
に
も
国
司
が
大
切
に
祀
っ
て
き
た
古
く

か
ら
の
神
事
で
あ
る
こ
と
、
中
世
に
は
播
磨
国
の
守
護
、
江
戸
時
代
に
は
姫

路
城
主
が
主
催
す
る
祭
礼
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
祭
祀

は
本
社
と
と
も
に
左
右
別
殿
の
播
磨
国
十
六
郡
百
七
十
四
座
の
「
総
社
」
を

同
様
に
祀
る
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。

⑶
「
山
」
の
造
形

元
禄
十
四
年
の
一
ツ
山
大
祭
で
は
、
高
さ
約
九
ｍ
、
横
約
六
ｍ
の
「
山
」

に
「
作
り
松
」（
造
花
）
八
本
を
立
て
、「
山
」
は
苔
む
す
岩
の
よ
う
に
造
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
十
八
年
の
「
山
」
は
「
神
山
」
と
称
さ
れ
、「
古
式

に
よ
り
て
松
樹
八
本
を
造
植
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
以
来
の

伝
統
を
踏
ま
え
た
「
山
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

⑷
祭
礼
と
芸
能

一
ツ
山
大
祭
の
祭
礼
期
間
は
、
文
政
八
年
は
六
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で

の
七
日
間
、
明
治
十
八
年
は
三
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
九
日
間
で

し
た
。
元
禄
十
四
年
は
、「
山
」
の
前
に
「
敷
舞
台
」（
仮
設
の
能
舞
台
）
を

造
り
、
弓
鉾
指
と
流
鏑
矢
（
流
鏑
馬
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
政
八
年
も
同

様
に
、「
山
」
の
下
の
舞
台
で
の
能
と
弓
鉾
指
・
流
鏑
馬
が
行
わ
れ
て
い
ま

射
楯
兵
主
神
社
略
縁
起
は
社
務
所
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

縁
起
は
、
射
楯
兵
主
神
社
（
播
磨
国
総
社
）
で
行
わ
れ
る
神
事
の
中
で
、
丁

卯
祭
に
つ
い
て
繙
い
て
い
ま
す
。
意
訳
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
 

当
社
は
延
喜
式
神
名
帳
に
登
載
さ
れ
る
射
楯
兵
主
神
社
で
、
大
巳
貴

命
・
五
十
猛
命
を
祀
っ
て
い
る
。
祭
神
が
欽
明
天
皇
二
十
五
年
六
月

十
一
日
丁
卯
の
日
に
影
向
し
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
六
月
十
一
日
に
影
向

祭
を
行
い
、
六
十
一
年
目
ご
と
に
丁
卯
祭
と
称
し
、
嘉
永
大
永
の
頃
よ

り
国
司
が
大
切
に
祀
っ
て
き
た
古
く
か
ら
の
神
事
で
あ
る
。
赤
松
屋
形

（
播
磨
国
守
護
）
を
は
じ
め
池
田
・
小
寺
・
本
多
・
松
平
、
酒
井
の
各

城
主
は
し
き
た
り
に
倣
い
、
式
年
に
は
盛
大
な
神
事
を
行
っ
て
き
た
。

酒
井
旧
城
主
が
行
わ
れ
た
文
政
八
年
か
ら
今
年
が
六
十
一
周
年
に
な

る
の
で
、
旧
例
の
よ
う
に
神
山
を
造
り
、
古
式
の
と
お
り
神
山
に
松
樹

八
本
を
造
植
し
た
。
神
前
で
流
鏑
馬
を
行
い
、
能
楽
を
奉
納
し
た
。
本

社
の
左
右
別
殿
の
播
磨
国
十
六
郡
百
七
十
四
座
の
総
社
を
同
様
に
祀

り
、
国
民
の
幸
福
を
祈
っ
て
い
る
。
こ
の
大
祭
は
当
社
第
一
の
祭
り
で

あ
る
の
で
、
他
国
（
播
磨
以
外
）
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
簡
単
に

旧
儀
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

次
に
、
こ
の
縁
起
を
も
と
に
⑴
一
ツ
山
大
祭
の
周
期
と
祭
日
、
⑵
祭
祀
と

祈
願
、
⑶
「
山
」
の
造
形
、
⑷
祭
礼
と
芸
能
の
四
つ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑴
一
ツ
山
大
祭
の
周
期
と
祭
日

欽
明
天
皇
二
十
五
年
六
月
十
一
日
の
丁
卯
の
日
に
祭
神
が
影
向
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
毎
年
六
月
十
一
日
に
影
向
祭
を
、
六
十
一
年
目
ご
と
に
丁
卯

祭
（
一
ツ
山
大
祭
）
を
行
っ
て
き
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
明
治
十
八
年
は
前

回
の
文
政
八
年
の
一
ツ
山
大
祭
か
ら
六
十
一
周
年
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
本

来
、
丁
卯
祭
は
干
支
の
一
巡
で
は
な
く
、
六
月
十
一
日
が
丁
卯
と
な
る
日
に
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お
わ
り
に

こ
の
祭
礼
図
に
描
か
れ
て
い
る
明
治
十
八
年
の
一
ツ
山
大
祭
は
、
江
戸
時

代
以
来
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
昭

和
六
十
一
年
に
行
わ
れ
た
一
ツ
山
大
祭
と
比
較
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

① 

昭
和
六
十
一
年
は
苔
む
し
た
岩
山
で
は
な
く
、
三
ツ
山
大
祭
の
五
色

山
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

② 

明
治
十
八
年
は
神
門
の
上
に
社
殿
は
造
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
昭
和
六
十
一
年
は
、
門
上
殿
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

③ 

明
治
十
八
年
は
流
鏑
馬
（
文
政
八
年
は
流
鏑
馬
と
弓
鉾
指
）
の
み
で

し
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
は
三
ツ
山
大
祭
と
同
じ
五
種
神
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

④ 

明
治
十
八
年
は
能
舞
台
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
一

年
は
造
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

①
の
五
色
山
、
②
の
門
上
殿
、
③
の
五
種
神
事
は
昭
和
三
年
の
一
ツ
山
大

祭
の
時
に
変
更
さ
れ
、
そ
の
形
式
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
④
の
能
舞
台

は
昭
和
二
十
八
年
以
降
の
三
ツ
山
大
祭
に
は
造
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ

を
習
っ
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
ツ
山
大
祭
が
、
丁
卯
の
日
と
な
る

六
月
十
一
日
か
ら
干
支
の
丁
卯
の
年
に
変
更
さ
れ
る
の
は
昭
和
三
年
の
こ
と

で
す
。
昭
和
三
年
の
一
ツ
山
大
祭
は
昭
和
二
年
の
丁
卯
の
年
に
開
催
さ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
大
正
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
順
延
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
新
た
に
確
認
さ
れ
た
祭
礼
図
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
縁
起
、

そ
し
て
、
描
か
れ
た
境
内
と
祭
礼
の
様
子
か
ら
お
よ
そ
江
戸
時
代
の
風
俗
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
、興
味
深
い
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
し
た
。

な
お
、
保
存
会
の
会
報
誌
の
誌
名
は
「
丁
卯
祭
礼
図
絵
」
の
縁
起
に
「
旧

例
の
如
く
神
山
を
造
り
」（
旧
例
の
よ
う
に
神
山
を
造
り
）
と
あ
る
こ
と
に

依
拠
し
、『
神
の
や
ま
』
と
し
ま
し
た
。

し
た
。
明
治
十
八
年
も
基
本
的
に
同
様
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す

が
、
弓
鉾
指
に
つ
い
て
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

三
ツ
山
大
祭
で
は
伝
統
的
に
競
馬
・
弓
鉾
指
・
一
つ
物
・
神
子
渡
・
流
鏑

馬
の
「
五
種
神
事
」
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
一
ツ
山
大
祭
で
は
弓
鉾
指
と
流
鏑

馬
の
み
、
ま
た
、
城
下
か
ら
繰
り
出
す
謡
囃
子
の
行
列
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
三
ツ
山
大
祭
と
同
様
に
城
下
の
町
屋
の
上
を
飾
る
造
り
物
は
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
同
じ
城
下
町
の
「
山
」
の
祭
礼
で
す
が
、
内
容
に
異
な
り
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三　

描
か
れ
た
境
内
と
祭
礼

で
は
、
こ
の
祭
礼
図
（【
資
料
２
】）
は
、
総
社
の
境
内
と
祭
礼
の
様
子
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
松
に
覆
わ
れ
た
総
社
の
境
内
に
は
、

桜
が
満
ち
て
い
ま
す
。
上
段
に
黒
田
千
頴
の
和
歌
、
中
断
に
播
磨
国
総
社
の

境
内
、下
段
に
一
ツ
山
を
配
し
て
い
ま
す
。
南
の
神
門
を
入
る
と
拝
殿
、③
「
本

社
」
と
続
き
、
そ
の
後
方
に
④
総
社
が
あ
り
ま
す
。
本
社
の
東
側
に
⑤
影
向

松
と
⑥
社
務
所
、
西
側
に
⑦
神
明
社
と
⑧
蛭
子
社
、
築
地
塀
の
西
方
に
は
⑨

御
旅
所
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
神
門
の
南
に
一
ツ
山
（
神
山
）
と
⑩
能
舞
台
、

そ
の
下
に
⑪
招
魂
社
、
相
生
の
松
原
を
越
え
て
⑫
陸
軍
偕
行
社
、
そ
の
右
に

茶
屋
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
当
保
存
会
会
長
の
田
中
種
男
氏
（
昭
和
三
年
生
）

に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、「
総
社
門
前
に
み
や
げ
物
や
飲
食
で
き
る
茶
屋
が
一

軒
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
な
く
な
っ
た
」
と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

祭
礼
の
場
面
に
着
目
す
る
と
、
縁
起
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
流
鏑
馬
が
神

門
前
か
ら
御
旅
所
へ
向
か
っ
て
駈
け
て
い
ま
す
。
一
ツ
山
は
青
く
苔
む
し
た

岩
の
よ
う
に
造
ら
れ
、
山
頂
に
「
松
樹
八
本
を
造
植
」
し
、
社
殿
を
戴
い
て

い
ま
す
。「
山
」
の
下
に
は
能
舞
台
が
あ
り
、
こ
こ
で
能
が
演
じ
ら
れ
た
の

で
し
た
。
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平
成
三
十
年
度　

保
存
会
活
動
報
告

播
磨
国
総
社  

一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
保
存
会
役
員
会
開
催

（
平
成
三
十
年
七
月
二
十
三
日
）

平
成
三
十
年
度 

播
磨
国
総
社

一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
保

存
会
役
員
会
を
、
総
社
会
館
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

当
保
存
会
が
発
足
し
て
よ
り
、

四
年
目
と
な
る
役
員
会
の
開
催

と
な
り
、
役
員
三
十
一
名
の
出

席
、
三
十
名
の
委
任
状
に
よ
り

開
会
し
ま
し
た
。

保
存
会
会
長
田
中
種
男
よ
り
、

開
会
に
際
し
て
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
播
磨
学
研
究

所
副
所
長
・
神
戸
女
子
大
学
古

典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研

究
員 

小
栗
栖
健
治
先
生
と
姫
路

市
立
琴
丘
高
等
学
校
校
長 

宇
那
木
隆
司
先
生
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
ご
委
嘱

し
た
旨
を
報
告
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
各
号
議
案
の
審
議
に
入
り
、
平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
報
告
で

は
「
神
の
や
ま
」
第
三
号
発
行
を
報
告
す
る
と
共
に
、
同
決
算
報
告
を
説
明

し
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
説
明
し
、
役

員
ご
辞
退
の
申
し
出
も
な
く
役
員
の
皆
様
に
ご
留
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
・
同
収
支
予
算
に
つ
い
て
も
慎
重
裡
に
審
議
さ

れ
、
一
同
異
議
無
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

小
袖
山
に
飾
る
小
袖
の
陰
干
し

（
平
成
三
十
年
十
月
二
十
二
日
）

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
小
袖

の
陰
干
し
を
、
十
月
下
旬
に
総
社
境

内
に
て
行
い
ま
し
た
。

播
磨
国
総
社
三
ツ
山
大
祭
の
三

基
の
山
の
内
、
小
袖
山
に
飾
る
小
袖

を
、
当
保
存
会
々
員
の
方
々
約
二
十

名
の
奉
仕
に
よ
り
、
小
袖
、
羽
織
、

襦
袢
を
分
別
し
な
が
ら
、
小
袖
約

二
〇
〇
領
の
陰
干
し
を
行
い
ま
し

た
。小

袖
山
に
は
約
八
五
〇
領
の
小

袖
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
共
、

皆
様
か
ら
の
ご
寄
進
を
お
待
ち
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
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昭
和
三
年　

一
ツ
山
大
祭
古
写
真
展

（
平
成
三
十
年
十
一
月
十
三
日
〜
十
一
月
三
十
日
）

播
磨
国
総
社
御
門
に
て
、

「
昭
和
三
年
一
ツ
山
大
祭
古

写
真
展
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
小
栗
栖
健
治
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
、
宇
那
木
隆
司
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
の
指
導
の
も
と
、

今
回
は
特
に
外
国
か
ら
の
来

訪
者
の
方
々
に
と
、
英
文
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
ま

し
た
。

今
か
ら
九
十
一
年
前
の
一

ツ
山
大
祭
の
写
真
（
木
村
政

勝
氏
ア
ル
バ
ム
）
を
パ
ネ
ル

展
示
し
、
町
屋
の
屋
根
に
設

け
ら
れ
た
、
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
迫
力
あ
る
「
造
り
物
」

の
景
色
を
披
露
し
ま
し
た
。

入
場
者
ノ
ー
ト
に
は
「
さ

す
が
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま

す
」「
有
難
い
物
を
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

門上段

一ツ山

玉藻前安倍泰成館の場（宙釣狐）新元町

橋弁慶

ポーランド大使館　
マウゴジャータ・シュミット外交官も
古写真展を見学
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の
三
ツ
山
台
車
、
姫
路
・
城
東
連

の
踊
り
、
警
固
の
総
勢
八
十
名
の

行
列
を
想
定
し
ま
し
た
。

行
列
構
成
に
基
づ
き
、
謡
囃
子

に
使
用
す
る
楽
器
の
選
定
や
奏

者
、
踊
り
の
種
類
・
踊
り
手
の
育

成
、
行
列
に
使
用
す
る
祭
具
や
諸

役
の
確
保
な
ど
、
課
題
は
山
積
で

し
た
。

複
数
回
の
会
議
を
重
ね
課
題
を

克
服
す
る
と
共
に
、
再
興
日
時
の

選
定
に
つ
い
て
討
論
を
重
ね

ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、
新
春

の
十
四
日
、
播
磨
国
総
社
宝
恵

駕
籠
行
列
と
共
に
「
謡
囃
子
」

を
実
施
し
再
興
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

各
諸
役
で
は
踊
り
や
楽
器

の
練
習
、
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
製
作
配
布
、
祭
具
の

製
作
な
ど
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を

再
興
「
姫
路
城
下
に
く
り
だ
す
謡
囃
子
」

（
平
成
三
十
一
年
一
月
十
四
日
）

平
成
二
十
九
年
の
秋
、
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
会
議
を
行
う

中
、「
伊
和
大
明
神
臨
時

祭
之
画
図
」
に
登
場
す

る
「
謡
囃
子
」
を
再
現

す
る
事
が
出
来
な
い
で

あ
ろ
う
か
と
議
題
に
上

が
り
ま
し
た
。

謡
囃
子
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、「
伊
和
大

明
神
臨
時
祭
之
画
図
」
や

「
播
磨
国
総
社
三
ツ
山
祭

礼
図
屏
風
」、「
播
磨
国

総
社
図
会
」
な
ど
を
も
と
に
行
列
の
構
成

案
を
組
み
立
て
ま
し
た
。

行
列
は
警
固
を
先
頭
に
高
張
提
灯
、
御

幣
、
大
傘
、
三
ツ
山
踊
り
保
存
会
の
踊
り
。

続
い
て
平
成
二
十
九
年
度
事
業
の
造
り
物

学
習
会
（
三
ツ
山
を
造
ろ
う
）
で
制
作
し

た
十
分
の
一
サ
イ
ズ
の
三
ツ
山
の
造
り
物
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平
成
三
十
一
年
度

　
　
　
　

 

保
存
会
事
業
予
定

一
、
調
査
・
研
究
事
業

　
　

会
報
誌
第
四
号
発
行

二
、
研
修
会
・
講
演
会
事
業

　
　

 

手
づ
く
り
鎧
製
作
学
習
会
の

実
施

　
　

 

謡
囃
子
の
実
施

三
、
会
議

　
　

役
員
会

四
、
そ
の
他
関
連
事
業
・
行
事
等

　
　

小
袖
の
陰
干
し

　
　

謡
囃
子
パ
ネ
ル
展

「 

悠
久
の
歴
史
を
伝
え
る　

播

磨
国
総
社
一
ツ
山
大
祭
・
三

ツ
山
大
祭
」
好
評
頒
布
中
！

一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
の

 

す
べ
て
が
わ
か
る
こ
の
一
冊
！

一
冊
三
〇
〇
円　

播
磨
国
総
社
に
て

い
た
だ
き
ま
し
た
氏

子
の
方
々
、
謡
囃
子

演
者
、
実
行
委
員
会
、

編
集
委
員
の
方
々
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
各
位
に
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

ク
リ
ア
し
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

謡
囃
子
の
行
列
と
宝
恵
駕
籠
行

列
は
総
勢
六
〇
〇
名
余
り
。
姫
路

城
下
を
延
々
と
練
り
歩
く
行
列
に
、

地
元
の
人
々
、
外
国
の
方
々
を
含

む
見
物
の
人
々
か
ら
大
き
な
拍
手

と
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

姫
路
駅
前
に
至
り
、
キ
ャ
ッ
ス

ル
ガ
ー
デ
ン
の
舞
台
で
大
観
衆
を

前
に
、
謡
囃
子
の
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。

演
者
も
大
き
な
歓
声
に
喜
び
も

一
入
で
、
感
動
の
謡
囃
子
を
無
事

に
再
興
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

保
存
会
で
は
、
今
回
の
謡
囃
子

を
記
録
し
広
く
顕
彰
し
て
い
く
為
、

謡
囃
子
再
興
記
念
誌
「
姫
路
城

下
に
く
り
だ
す
謡
囃
子
」
を
三
月

十
五
日
に
発
刊
し
ま
し
た
。
広
く

活
用
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
般

の
謡
囃
子
再
興
に
向
け
て
ご
尽
力

悠久の歴史を伝える

播磨国総社一ツ山大祭・三ツ山大祭
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